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看護人材・夜勤人材の確保に向けて
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厚生労働省令和7年度看護職員確保対策特別事業「看護職員の多様な働き方周知事業」

看護人材・夜勤人材の確保に向けた看護職の
多様で柔軟な働き方導入支援セミナー



2040年に向けた医療提供体制の変化
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2040年の人口構造

2040年は、2025年と比較して、生産年齢人口が15％減少する。一方で、高齢化率
は高まり、特に85歳以上は約42％増加する。

高齢化率
29.6％

高齢化率
34.8％

出典：第7回（令和6年8月26日）新たな地域医療構想等に関する検討会 資料1 一部改変
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新たな地域医療構想における基本的な方向性

出典：第11回（令和6年11月８日）新たな地域医療構想等に関する検討会 資料1 
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看護職員の需要推計

出典：第2回（令和5年7月7日）看護師等確保基本指針検討部会 参考資料2 
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年齢階層別就業者数は「衛生行政報告例」厚生労働省各年による。
「平均年齢（推計）は年齢階層別就業者数を基に、日本看護協会労働政策部が推計
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就業している看護職員数は2年で5～6万人のペースで増加していたが、直近では、2
年で約3万人と増加数が鈍化。平均年齢（推計）は過去10年間で2.1歳上昇した。
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18歳人口(男女別)の将来推計

18歳人口は減少し続けるため、必要人員の確保に向けては今後ますます新卒看護職
員だけに頼ることは困難

出典：高等教育の将来構想に関する基礎データ
        （文部科学省 第135回大学分科会 資料1-2 平成29年4月11日 ）
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看護師養成課程の定員充足率の低下
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出典：看護師等学校入学状況及び卒業生就業状況調査（厚生労働省）

看護師の1学年定員は、2019年までは増加傾向であったが、2019年を境にして減少
傾向となっている。



看護人材・夜勤人材の確保に向けて
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「多様で柔軟な働き方」の必要性

2040年に向けてさらに少子化が進み、18歳人口が減少

➢ 日本全体の看護職の数的な確保を、新卒看護職に頼れなくなる
➢ 新卒からプラチナまで、それぞれのライフスタイルにあった働

き続けられる環境になっていなければ、近い将来、必要な医療
を提供するに十分な看護職数が確保できなくなる

限られた人材で質の高い看護の提供が求められる

➢ 看護職一人ひとりの専門性を向上させ、質の高い看護を提供し
続けるためには、ライフステージやライフスタイルが変化した
としてもキャリア継続が可能な働き方（正職員のまま働き続け
られる）を整える必要がある

従来の「一律的な働き方」を基本とする考え方
からの転換（パラダイムシフト）が必要
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2040年に目指す多様な働き方のイメージ

昔 現在 2040年

• 病棟は日勤・夜勤
可能なフルタイム
勤務者のみ

• 妊娠したら退職も
しくは育休明けは
夜勤のない外来へ

• 出産後も病棟でも時
短や日勤のみで働き
続けられる

• 短時間正職員制度の
対象者は限定的（育
児・介護のみ）

• 夜勤負担に偏りが生
じている

• 育児・介護の理由に限らず、WLB
やキャリアプラン、処遇等に照ら
し、個々が働き方を選択する

• 夜勤や日勤の回数、職務、勤務時
間等は人によって異なり、一律で
はない

• どの勤務であっても時差出勤や夜
勤時間数、夜勤日が選べる等の柔
軟な働き方ができる

• 病棟に所属する人数（頭数）は増
える

• 兼業・副業をする職員もいる

夜勤

日勤

日勤・夜勤可能な
フルタイム勤務者

夜勤

日勤

日勤

フルタイムの多様
な働き方

だれもが選べる
短時間勤務の働き方

育児・介護中の短
時間勤務者

横軸：病棟に所属する正職員人数（例）

縦
軸
：
個
々
の
所
定
労
働
時
間

横軸×縦軸：各勤務帯に必要な
ある病棟の総労働時間

夜勤負担に応じ
た所定労働時間
の短縮を前提と

する

夜勤
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「多様な働き方」の処遇のイメージ

制約

処遇

フルタイム正職員
（制約なし）

フルタイム正職員
（勤務地限定）

フルタイム正職員
（職務限定）

フルタイム正職員
（夜勤専従）

短時間正職員
（日勤のみ）

短時間
正職員
（夜勤
あり）

フルタ
イム正
職員
（日勤
のみ）

• 能力や職務、役割に応じた評価がされ、処遇が設定されている（＝選択した
働き方に納得感を持てる）

• どのような働き方を選択してもキャリア継続が可能
• 働き方に応じた心身の負担軽減策がとられている（夜勤専従者の夜勤時間数
の上限設定、夜勤時間数に応じた休憩時間の設定等）

高

低

無有
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全ての職員が心身の負担軽減、本人の希望する夜勤形態、夜勤の
負担に見合った納得できる処遇が叶えられる夜勤・交代制勤務

夜勤人材の確保に向けて

夜勤の
負担軽減

本人が
希望する
夜勤形態

実現するためには、一律に夜勤回数や夜勤時間を規定するのでは
なく、本人のニーズを把握し、柔軟なマネジメントが求められる

看護職員の健康・安全／
ウェルビーイング

看護・医療の安全・質の担保
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夜勤に関
する処遇
改善

今後望ましい夜勤・交代制勤務とは
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多様な夜勤形態の実現による好循環

夜勤人材不足

夜勤負担増加

悪循環

・増える業務量・夜勤負荷
・あがらない処遇

離職
・組織側で決められた時間や回数
で夜勤実施できる人材がいない

夜勤負担軽
減策が実施
できない

夜勤専従

短時間勤務

1～2回のみ
の夜勤

選べる夜勤

・準夜勤のみ、遅出のみ
・夜勤時間（8時間、12時間等）

夜勤負担軽減

夜勤負担軽減策
の実施が可能

就業継続／
新たな夜勤者

の確保

好循環

・本人の望む働き方
・夜勤負荷に応じた処遇
・夜勤への動機づけ

多様な夜勤の導入による夜勤時間帯の勤務者の確保
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